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1. 平成 18 年度（2006 年度）航海報告 
Report of the Cruise in 2006 Fiscal Year 
1.1 概要（General Account） 
研究練習船海鷹丸の平成 18 年度（2006 年度）航海は、クルージングと 3回の実習航海
と船の科学館共催の体験クルーズなどを含め、年間 149 日航海し、17417.6 mile 航走し
た。寄港地は国内 8港、国外 4港、約 359 回の海洋観測を実施した。各寄港地では水産や
船舶にゆかりのある施設の見学及び研究所や大学の教職員と学生との交流会を実施した。 
4 月中旬 1泊 2日の実習体験航海（Cruising）を 3回実施した。新入生を対象とし東京
湾にて海の体験、船上基礎訓練及び大学生活に関するアンケート調査を行った。6 月 5 日
から 6 月 23 日には二種中間検査および修繕工事のため三井造船所市原事業場に入渠し、
工期中に学生の工場見学を行った。 
７月には３年次学生対象の 1ヶ月の実習航海を行い、8月 10 日東京に帰港した。 
専攻科は 8月 15 日に乗船し、体験クルーズ、海事英語セミナーの日帰り航海（２回）、９
月のトロール実習（大学院特別実習を兼ねる）航海を実施し、魚探による魚種判定や計量、
漁獲物の分類及び体長体重組成、漁具構成などトロール漁業の総合的な理解を深めた。 
 11月末より翌年2月にかけては専攻科学生の南太平洋方面への遠洋航海が実施された。 
             
第 19 次航海  
第 19 次航海となる夏季の乗船漁業実習Ⅱの日本周航１ヶ月航海では３年次学生を対象
とし、東海においてトロール実習・日本海においてイカ釣り実習・機関実習（基礎）・航
海実習（基礎）を実施した。また東京大学の松本教授ら研究員と新潟県直江津沖（水深約
1000m）においてメタンハイドレート調査を実施した。 この調査では、ピストンコアサ
ンプラー使用してメタンハイドレートが採取され、 計量魚群探知機にても特筆すべきデ
ータが得られた。日本海ではイカ釣り操業実習を 5回実施し、直江津港ではレーダ実 
習・対景図作図を行った。 
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船の科学館主催 第 3回 海洋体験クルーズ 
8 月 18・19 日に財団法人日本海事科学振興財団・船の科学館との共催事業として、「夏
休み！海鷹丸で海の科学を学ぼう」というテーマで海洋体験航海を実施した。 
 一般者乗船のため国土交通省等から許可を受け、中学生・高校生を対象として東京湾の
環境や船舶についての体験学習を実施した。 
 
第 20 次航海 
 9 月 11 日から 9月 26 日の間、大学院生と専攻科学生による大学院トロール実習航海が
行われた。東シナ海において 30 分間の底曳きトロールを 6回行った。計量魚探による解
析・体長測定・CTD 等による海洋観測を実施し、資源量を解析した。なおこの実習は、東
京海洋大学の全大学院生を対象に行われている。鹿児島港に寄港の際、鹿児島大学関係者
及び学生の送迎を受けた。また高知大学と共同で櫻島周辺海域においてピストンコアサン
プラーによる採泥を行った。 
              
第 21 次航海（遠洋航海） 
11 月初めに船内消毒、11 月中旬にねずみ駆除免除査の後、11 月 22 日に外航船資格     
変更となり、燃料・清水他食糧・免税品を積込んだ。乗員は、尿・血液検査を含む健康診
断を受診した。鯨類研究所・海上保安庁海洋情報部での講習、共同船舶の講演、大規模油
流出火災訓練に参加した。また帰港してマグロを水揚げし築地市場の見学を行った。 
 この専攻科学生の遠洋航海では、南太平洋洋においてマグロ操業実習、全行程において
航海実習・機関実習・観測実習（南北における XBT 観測、東京大学との共同でターボマッ
プによる鉛直乱流計測、MVP による海流の海洋構造観測）の各実習を行った。STCW 条約に
よる訓練記録簿の実施を昨年に引続き行い、法定備品等の確認および非常操舵訓練や非常
発電機繰練など規定に従った訓練を実施した。本年は操縦性能ブックレットを作成実習の
ため操縦性能試験及び落水者を想定した救助訓練を実施した。 
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またアピアからポンペイへの途上の鮪延縄操業実習が行われた。 
 
年間航海実施表 （Annual Cruise Itineraries） 
航海日程及び航程 乗船乗組員 乗船学生 乗船研究者等 主寄港地備考 
Cruising 航海 
April. 17～April. 22 2006   
28 名 57+57+53 名
1 年次学生 
11 名 
   教官 
館山湾（錨泊） 
第２種中間検査入渠工事 
June. 5～June.23 2006 
28 名  0 名  千葉県市原ドック
第 19 次航海 Nav.No.19 
July.11～Aug.10 2006 
28 名 44 名 
3 年次学生
海洋大 13 名
その他 20 名
館山湾、屋久島、
荒川、長崎、金沢、
直江津、小樽 
第 3 回海洋体験航海 
August.18～19. 2006 
 
28 名  45 名 
 一般 
海洋大学 10 名
船の科学館 4 名 
大島岡田港外 
（錨泊） 
海事英語セミナー、日帰り航
海 Aug.30.31.2006 
28 名  88 名     29 名 浦賀水道至近 
第 20 次航海 Nav.No.20 
Sept.11～Sept.26 2006 
28 名  23 名 
大学院生 
  29 名 
専攻科学生
海洋大 22 名 
その他  2 名
三崎港（投錨） 
長島海峡、鹿児島
港、焼津港、 
館山湾 
第 21 次遠洋航海 
 Nav.No.21 
Nov.29 2006～Feb.7 2007 
 
 
29 名 29 名 
専攻科学生
 
海洋大 11 名 
その他 3 名 
Sydney 
Noumea 
Apia 
Pohnpei 
＊乗船学生総数 367 名、乗船研究者等 125 名  
累計乗船者数 学生 1789 名（中国、韓国、インドネシア、トルコ、カナダ、         
タイ） 
研究者等 419 名（AUS,ENG,USA,INDONESIA、BRAZIL） 
寄港地（国内）鹿児島*3, 屋久島*5, 長崎*4, 五島（福江島）*4, 新潟*2, 酒田，沖ノ島, 小
樽*6, 青森, 函館*2, 館山**, 焼津 2, 須崎, 宇和島*2, 下関, 七尾, 金沢*4，江差, 室蘭, 石
巻, 塩釜, 那覇*2、大分、富山、直江津 2、和歌山、油津、小浜、八戸 
錨泊のみ 口永良部湾*2,大船渡,館山*33、東京検疫錨地*10、六連、由良,伊万里、鯵ヶ沢、     
岡田（伊豆大島）2、浦賀水道、三崎、長島海峡 
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寄港地(海外) Bangkok（Thailand）, Port Louis*2 (Maulitious), Numea 2(New Caledonia), 
Fremantle*3・Hobart・Launceston・Sydney3（Australia）, Auckland（New Zealand）, Papeete*2 
(Tahiti), Honolulu*2 Hilo (U.S.A), Valparaiso (Chile), Montevideo（Uruguay）, Recife (Brazil), 
Castries （ST.Lucia）, Cristbal （Panama）, Panama Cannel, San Diego （U.S.A）, Patagonia Root, 
Magellan channel, Jakarta, Chirachap 、Bunoa*3（ Indonesia）、Ho-chi-min（Vietnam）、
Toamasina(Madagascar),Cape Town*2 (South Africa),Melbourne(Australia),Penang(Malaysia), 
Apia,Pohnpei 
                                      
年間航海実績 （Annual Cruise Log） 
航海名 寄港地  期間 航程数 
クルージング航海 
その他転錨 
ドック航海 
東京 館山湾        3 回×2 日 
東京 2 回 
東京 千葉県市原市(June.5～June.23) 
   6 日 
2 日 
  19 日 
  367.6 浬
 1.0 浬
    47.8 浬
第 19 次航海 
 
海洋体験航海 
海事英語航海 
第 20 次航海 
 
第 21 次遠洋航海 
 
台風避難 
東京 館山湾  屋久島  荒川 長崎 金沢 
直江津 小樽 
東京 館山湾 大島岡田港外 
東京 浦賀水道至近 
東京 三崎港外 長島海峡 鹿児島 焼津 
館山湾 
東京  ｼﾄﾞﾆｰ ﾇｰﾒｱ ｱﾋﾟｱ ﾎﾟﾝﾍﾟｲ 
 
31 日 
 
  2 日 
     2 日 
  16 日 
 
 71 日 
   
0 日 
  3050.7 浬
  156.7 浬
   127.2 浬
  1982.9 浬
 
 11683.7 浬
   0.0 浬
 計 
累計( 7 年間) 
 
前年度 185 日 25430.3 浬
149 日 
 1336 日 
17417.6 浬 
187900.4浬
                        
実習期間 （Training Term） 
 実 習 航 海     実 習 期   間    対 象 学 生 
臨海実習クルージング航海 April 17,2006～April 
22,2006
１年次学部学生
乗船漁業実習Ⅱ July 11,2006～Aug 10,2006 3 年次学部学生
乗船実習 Aug 15,2006～Mar 14,2007 専攻科学生
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調査項目  （Survey Items） 
航海名 調査機器 調査海域 実習操業 
クルージング航海 
第 19 次航海 
 
 
第 20 次遠洋航海 
 
海洋体験航海 
第 21 次航海 
CTD×3 
CTD × 9,Norpac × 4,Pistoncore ×
26,Dredg×4,Grabes×1,イカ釣×5,ト
ロール×3 
CTD×19,Pistoncore×4,XCTD×38,スミ
スマッキンタイヤー×3,トロール×6  
CTD×3,Norpac×2 
XBT × 122, CTD × 30, 稚魚 net × 7, 
LADCP × 29, ｱ ﾙ ｺ ﾞ ﾌ ﾞ ｲ × 2,NTnet ×
7,Pistoncore×3,Turbomap×14,MVP×
8,鮪延縄×7 
相模湾 
日本海 
東シナ海 
 
東シナ海 
 
相模湾 
太平洋 
操船訓練 
イカ釣漁業 
トロール操業
 
トロール漁業
 
体験航海 
延縄漁業 
 
       
1.2 海鷹丸要目表 (Particulars) 
Name of Ship:  UMITAKA MARU 
Kind:   Training Ship, Motor Ship 
Owner:  Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology of 
Japan 
User:   Tokyo University of Marine Science ＆ Technology 
   5-7 Konan 4chome, Minato-ku, Tokyo, JAPAN 
Port of Registry:  TOKYO 
Call Sign:   JPAT 
Ship’s Number:  136932 
IMO Number:  9231078 
Name of Master:  Yoshio Koike 
Dimension:  Length Overall 93.00Meters Breadth 14.90Meters 
   Length (p.p.) 83.00Meters Depth (Up.) 6.25Meters 
Gross Tonnage:  1886.00 Tons 
Net Tonnage:  1017.00 Tons 
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International Tonnage: 3391.00 Tons 
Main Engine:  Diesel Engine 6000 p.s.  , Single Screw (C.P.P.) 
Cruising Speed:  17.4 Knots 
Complement:  Officers 18 persons Crew  21 persons 
   Cadets 60 persons Professors  8 persons 
   Total 107 persons 
Type of Fishery:  Stern trawl, Tuna long-line fishing, Squid jigging fishing, etc 
Navigation Equipment: Auto pilot system, Integrated electronic navigation system, Ship 
maneuvering system, Hybrid navigation system, Radar, Automatic 
radar plotting aids, Ship motion analysis system, Ship maneuvering 
system, ECDIS, GPS-GLONASS, Echo sounder, Total control system, 
Ring laser gyro compass, Fin stabilizer, Anti-rolling tank, etc. 
Training Equipment: Maneuvering simulator, Main engine simulator, GMDSS simulator, 
etc. 
Research Equipment: Precise depth recorder, ADCP, Scanning sonar, Quantitative echo 
sounder, CTD OCTPUS analysis system, IONESS net, RMT net, MVP 
analysis system, ROV system, Wave height meter, OPCS, XCTD/XBT 
system, Beam trawl, Profiling ultraviolet radiometer and surface 
reference, Profiling reflectance radiometer system, Multi core 
sampling system etc.  
Winches for Fisheries and Marine Observation: 
   Trawl winch 5/3 t × 60/100 m/min  1 set 
   10,000m CTD winch, one 
   6,000m Multi purpose winch, one 
3,000m Clean water sampling titan cable winch, one 
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